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:2) ガストによる励振空気力を Sears 関数，翼の振動による空力減衰を Theodorsen 関数を用いて
評価し，振動解析によって変動応力を解析実験とよく合うことを示しているが，これはターボ機械
としては始めての試みである。
:3) 回転翼列試験機を用い旋回失速の実験を行ない，旋回失速時の流速変動波はほぼ方形であり，変
動振幅はほぼ最大揚力時の定常流速に等しく 失速セル幅は流量に比例することを明らかにしてい
る。また流速変動の二乗波形から翼に働く変動空気力を求め振動解析を行なえば，実機における計
測結果とよくあうことを示している。
:4) 旋回失速は過渡状態時に発生することが多いが，この場合の翼の解析に新しい方法を提案し，そ
れが有用であることを示している。
以上のように本論文はターボ機械の翼に働く非定常空気力の推定に関し多くの新知見を得ており，
ターポ機械工学上貢献するところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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